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「感謝」と「挑戦」 
校長 相川史生 

＜終業式より＞ 
 長かった２学期も、いよいよ今日で終了となります。今年も「コロナ」で始まり、たくさん

の制限がありましたが、５月には５類に移行し、多くの制限がなくなり、様々なことがかつて

のようにできるようになってきました。本当にうれしい限りです。 

まず、１学期には「１・２年生合同校外学習」ができました。２年生にとって「先輩」と呼

ばれるようになってからの合同行事、１年生にとっては初めての校外行事でした。忙しかった

けれど充実した取り組みでした。また、３年生にとって最後の「学校総合体育大会」。結果は様々

だったと思いますが、これまでの部活動への積み重ねは、今後の生活に必ず生きてくるはずで

す。 

２学期は「体育祭」でスタートしました。４年ぶりに全校生徒が一堂に集まって行われた体

育祭。勝敗は出たものの、どの学年の生徒も「一生懸命」でした。そして「松の木祭」。コロナ

のころは、歌を歌うこともできませんでしたが、今年はマスクをとって、普通に「合唱」をす

ることができました。「普通にできる」ことのありがたさを、改めて感じました。そのほかにも、

２年生が中心となる「新人戦」、「ふれあいチャレンジ」と、コロナ前まで取り組めていたこと

がどんどんできるようになってきました。本当にありがたいと感じました。 

このコロナで大変だった４年間があるからこそ、今「普通にできていること」に「感謝」し

たいと思う今日この頃です。 

先日「僕はあの夏を取り戻す」ということを発信し、1人の大学生が「2020年に戦後初め

て中止となった夏の甲子園を3年越しに取り戻す」というリアリティーショーを実現させまし

た。この発信で、数多くのファンを獲得することに成功し、46チーム総勢1,000人の元高校

球児の参加が決定し、2020年の「甲子園大会」が行われたことが報道されました。あの夏の

「夢」を、完全にではないけれど、取り戻しました。とても記憶に残る素晴らしい出来事でし

た。当時、「夢」を奪われた人はたくさんいたと思います。皆さんもその一人だと思います。 

でも、時がたつと、人はだんだんその時の苦しかったことを忘れてしまい、今できているこ

とが当たり前のように生活をしてしまいます。私も含めて。 

もう二度と、あのような苦しい生活はしたくありません。と同時に、「今」無事に生活できて

いることに、改めて「感謝」の気持ちを持つことも、とても大切なことだと思います。 

様々なことがかけめくった「2023 年」。苦しいこともありましたが、楽しいこともあった

はずです。そして、これからやってくる「2024年」も、同じように多くのことがあると思い

ます。 

来る「2024年」は、これまでのことができることへの「感謝」の気持ちを忘れないと同時

に、新しい出来事に「挑戦」するという気持ちで頑張ってほしいと思います。 

 皆さん良いお年をお迎えください。 


